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真
　
野
　
幹
　
也

　

一
、
は
じ
め
に

　

青
森
県
弘
前
図
書
館
所
蔵
文
献
『
古
記
大
全
』（

１
）の

中
に
「
岡
文
左
衛
門
所
持
の
古
文
書
」
の
写
し
が
あ

る
。
本
稿
で
は
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
と
す
る
。

本
感
状
は
、
岡
左
内
が
元
亀
元
年
の
姉
川
合
戦
で
手

柄
を
挙
げ
、
朝
倉
義
景
か
ら
直
状（

２
）を

賜
わ
っ
た
も

の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
本
文
中
に
つ
い
て
は
、
看

過
で
き
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
、
他
の
義
景
感
状

と
校
合
し
て
い
く
過
程
で
疑
義
が
生
ず
る
。
従
来
姉

川
合
戦
の
勲
功
を
褒
賞
す
る
朝
倉
義
景
感
状
は
、
管

見
の
限
り
に
於
い
て
存
在
し
な
い
。
白
川
亨
氏（

３
）に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
感
状
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

検
証
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。『
古
記
大
全
』
は
、
文

書
写
し
と
い
う
性
質
上
、
朝
倉
義
景
感
状
が
発
給
さ

れ
た
年
代
よ
り
も
相
当
下
る
。
書
札
礼
上
「
岡
左
内

朝
倉
義
景
感
状
」
は
、
他
の
義
景
感
状
に
は
見
ら
れ

な
い
、「
～
状
如
件
」の
書
止
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

朝
倉
義
景
感
状
の
書
止
文
言
に
於
け
る
特
徴
と
し
て
、

「
恐
々
謹
言
」「
謹
言
」「
者
也
」「
仞
如
件
」の
４
パ
タ
ー

ン
で
構
成
さ
れ
る
。
敬
称
は
、「
殿
」「
と
の
へ
」（「
ト

ノ
ヘ
」）
の
二
種
で
あ
る
。
戦
国
期
の
書
札
礼
は
、『
細

川
家
書
札
抄
』

（
４
）、『

大
館
常
興
書
札
抄
』

（
５
）、伊

勢
流
故
実
、

小
笠
原
流
故
実
を
参
照
し
東
国
地
方
を
中
心
に
伝
播

し
た
。
朝
倉
氏
は
明
白
な
参
照
書
札
礼
は
看
取
で
き

な
い
も
の
の
、
英
林
孝
景
時
代
の
発
給
直
状
を
見
て

も
、
書
止
文
言
の
厚
薄
の
徴
証
が
散
見
さ
れ
る
。
朝

倉
氏
は
比
較
的
室
町
中
期
の
段
階
で
書
札
礼
が
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
義
景
の
時

代
に
下
っ
て
、
書
止
文
言
の
宛
所
に
付
す
敬
称
の
パ

タ
ー
ン
が
豊
富
と
な
る
。
従
来
か
ら
あ
る
義
景
感
状

と
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
を
書
札
礼
と
い
う
観

点
か
ら
列
挙
配
列
・
比
較
校
合
す
る
事
に
よ
り
、
そ

の
疑
義
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
猶
、
従
来
の
朝
倉
義
景
感
状
も
検
証
す
る

事
を
試
み
る
。

　

二
、
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状

　
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
に
つ
い
て
、『
古
記
大

全
』
の
記
載
通
り
掲
出
す
る（

６
）。

【
史
料
一
】「
岡
文
左
衛
門
所
持
ノ
古
文
書
」

　
「
去
六
月
廿
八
日
於
姉
川
合
戦
之
刻
坂
井
図

　
　

書
採
首
其
外
種
々
之
働
無
比
類
忠
節

　
　

之
段
別
而
感
入
候
此
已
後
猶
可
相
抽
粉

　
　

骨
候
状
如
件

　

元
亀
元

　
　
　

七
月
朔
日　
　

義
景
（
花
押
）

　
　
　
　

岡
左
内
殿　
　
　
　
　
　
　

」

　

文
書
中
に
記
載
さ
れ
た
「
姉
川
合
戦
」
や
「
坂
井

図
書
」
を
検
証
す
る
前
に
宛
所
の
人
物
で
あ
る
岡
左

内
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
岡
左
内
は
『
群
書

系
図
部
集
』
巻
第
百
二
十
九
に
「
若
狭
武
田
家
」
の

姻
族
と
さ
れ
る
山
縣
家
に
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

山
縣
氏
は
若
狭
武
田
氏
の
子
女
の
嫁
ぎ
先
で
あ
り
、

特
に
室
町
期
に
は
婚
姻
を
数
代
に
亘
り
重
ね
た
一
族

で
あ
る
。『
群
書
系
図
部
集
』「
山
縣
系
図
」
本
文
中

に
「
岡
左
内
秀
俊
」
と
あ
り
、『
若
狭
岡
文
書
』（

７
）に

も
「
初
、
山
縣
右
馬
介
秀
俊
」
と
山
縣
姓
か
ら
岡
姓

に
変
わ
っ
た
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
岡
左
内
が
越

前
に
落
ち
延
び
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
武
田

信
方
と
対
立
し
て
い
た
元
明
が
、
敦
賀
郡
司
で
あ
る
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
七
巻
二
号

朝
倉
景
恒
の
説
得
に
応
じ
永
禄
十
一
年
に
越
前
に

や
っ
て
来
た
時
期
と
同
じ
く
し
て
来
越
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
朝
倉
義
景
が
武
田
彦
五
郎
信
方
に
書
き

送
っ
た
書
状
は
、
永
禄
か
ら
元
亀
年
間
迄
の
間
に
三

通（
８
）現

存
す
る
が
、
若
狭
武
田
家
の
内
紛
に
義
景
が

関
与
す
る
状
況
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
朝
倉
家
と

若
狭
武
田
家
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
時
代
は

下
る
が
『
朝
倉
盛
衰
記
』（

９
）中

「
朝
倉
家
士
座
列
并
素

性
之
事
」
に
、「
武
田
中
務
大
輔
」
と
あ
り
、
武
田

一
族
の
い
ず
れ
か
の
者
が
朝
倉
家
に
庇
護
さ
れ
て
い

る
事
が
後
代
の
文
献
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
し
か
し
、
岡
左
内
が
朝
倉
家
に
庇
護
さ
れ
て

い
た
か
否
か
を
証
明
で
き
る
一
次
史
料
が
存
在
し
て

お
ら
ず
、
越
前
国
内
在
住
の
確
証
は
得
な
い
。
朝
倉

家
と
武
田
家
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
越
前
に
岡
左
内

が
庇
護
さ
れ
た
可
能
性
も
想
像
で
き
な
く
も
な
い

が
、
根
拠
が
乏
し
く
言
下
に
肯
定
す
る
事
は
慎
重
を

要
す
る
。

①
姉
川
合
戦

　
「
姉
川
合
戦
」
と
の
銘
々
は
、
徳
川
史
観
旺
盛
な

江
戸
時
代
、
特
に
元
亀
争
乱
を
中
心
と
し
た
軍
記
物

に
多
用
さ
れ
る
。
明
治
期
の「
旧
参
謀
本
部
」は
、『
日

本
戦
史　

姉
川
役
』
を
編
纂
し
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
確
証
に
至
る
論
拠
に
乏
し
く
、
旧
来
の
徳
川
史

観
を
根
底
に
据
え
な
が
ら
、
過
去
の
軍
記
を
無
批
判

に
取
り
上
げ
て
い
る
事
実
は
免
れ
得
な
い
。
姉
川
合

戦
を
語
る
上
に
於
い
て
、
数
量
的
分
析
を
施
し
纏
め

ら
れ
た
「
姉
川
合
戦
」
文
献
が
無
い
故
に
、
バ
イ
ブ

ル
と
し
て
依
拠
さ
れ
て
き
た
事
は
否
め
な
い
。

　

し
か
し
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
、
淺
井
長
政
感

状（
⓾
）で

は
、「
辰
鼻
表
合
戦
」
と
呼
称
さ
れ
、「
姉
川

合
戦
」
と
い
う
名
称
は
徳
川
側
の
銘
々
で
あ
る
事
が

発
露
し
た
。『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』（

⓫
）（

上
巻
）
に

於
い
て
も
、「
細
川
藤
孝
書
状
案
」
に
「
野
村
与
申

所
迄
執
出
」と
あ
り
、当
時
織
田
方
で
は「
姉
川
合
戦
」

と
呼
称
し
て
い
な
い
事
が
読
み
取
れ
る
。
時
代
は
百

年
余
り
下
る
が
、『
武
家
事
紀
』
に
「
朝
倉
側
に
は

三
田
合
戦
と
云
う
」と
の
記
載
が
伝
播
さ
れ
た
。「
姉

川
合
戦
」
と
い
う
名
称
は
朝
倉
側
で
使
用
さ
れ
て
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
に
姉
川

合
戦
と
の
文
言
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
本
文
書
の
来

歴
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
文
は
岡
左
内
の

子
孫
が
津
軽
藩
に
仕
え
た
時
に
感
状
写
し
と
し
て
所

持
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
群
書
系
図
部
集
』

「
山
縣
系
図
」
中
に
あ
る
「
岡
左
内
秀
俊
」
が
、
朝

倉
家
を
去
っ
た
後
、
蒲
生
家
に
仕
え
て
一
万
石
を
付

与
さ
れ
、
そ
の
子
と
言
わ
れ
て
い
る
岡
半
兵
衛
重
政

は
二
万
石
を
給
さ
れ
た
と
文
献
に
あ
る
。
岡
半
兵
衛

重
政
は
、
慶
長
十
八
年
に
勘
気
を
被
り
切
腹
し
た
。

そ
の
子
の
岡
文
左
衛
門
が
津
軽
家
に
仕
え
、
一
族
中

の
い
ず
れ
か
の
者
が
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
を

筆
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
岡
左
内

が
津
軽
家
を
頼
っ
た
起
因
と
し
て
は
、
石
田
三
成
の

次
男
杉
山
源
吾
が
、
関
ヶ
原
合
戦
に
敗
れ
津
軽
へ
落

ち
延
び
た
。
後
に
三
成
の
三
女
と
目
さ
れ
る
辰
姫
が

津
軽
信
枚
の
側
室
に
な
っ
て
い
る
所
縁
で
、
三
成
次

女
の
夫
と
さ
れ
る
岡
左
内
の
子
孫
が
津
軽
杉
山
家
を

頼
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
系
譜
と
流
説

に
よ
る
証
明
で
あ
る
為
、
そ
の
杉
山
家
と
岡
家
の
関

係
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
脱
し
得
な
い
。
文
書
に

つ
い
て
も
、
文
書
写
し
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
正
文
の
存
在
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
。

②
坂
井
図
書

　
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
で
は
、
岡
左
内
が
討

ち
取
っ
た
首
を
「
坂
井
図
書
」
と
明
記
し
て
い
る
。

坂
井
図
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
文
書
や
軍
記
に
は
見
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出
せ
な
い
。
坂
井
久
蔵（

⓬
）が

織
田
信
長
旗
下
で
姉
川

の
戦
い
に
従
軍
し
討
ち
死
に
し
た
と
、『
甫
庵
信
長

記
』
と
『
淺
井
三
代
記
』
に
散
見
さ
れ
る
。『
甫
庵

信
長
記
』
は
慶
長
十
六
年
頃
に
完
成
に
至
っ
た
と
さ

れ
る
が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
疑
義
が
生
じ
る
箇
所

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
淺
井
三
代
記
』
に
於
い
て

は
、
元
禄
元
年
頃
の
執
筆
と
さ
れ
る
為
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
な
い
。
ま
た
、
最
大
の
疑
問
は
、
織
田
旗
下

で
淺
井
軍
と
闘
っ
て
い
る
坂
井
氏
が
、
朝
倉
旗
下
の

岡
左
内
に
首
を
採
ら
れ
る
事
は
常
識
で
は
考
慮
の
余

地
が
な
い
。『
武
家
事
記
』に
は
政
尚
の
長
男
で
あ
り
、

諱
は
「
尚
恒
」
と
あ
り
定
か
で
は
な
い（

⓭
）。

仮
に
坂

井
久
蔵
と
図
書
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
、
織

田
左
翼
に
布
陣
し
た
図
書
が
、
中
央
突
破
し
た
淺
井

軍
に
左
前
方
に
押
出
さ
れ
、
朝
倉
旗
下
の
岡
左
内
に

討
ち
取
ら
れ
た
と
想
像
を
逞
し
く
働
か
せ
な
け
れ
ば

辻
褄
が
合
わ
な
い
。
尚
、
徳
川
旗
下
酒
井
氏
で
も
図

書
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

三
、
義
景
感
状
の
書
札
礼
の
比
較
検
討

　

そ
れ
で
は
、
朝
倉
義
景
の
感
状
に
つ
い
て
書
札
礼

を
考
察
す
る
事
で
、「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
と

従
来
の
感
状
と
の
厚
薄
礼
に
於
け
る
比
較
校
合
を
実

施
す
る
。
す
で
に
、
松
原
信
之
氏（

⓮
）や

佐
藤
圭
氏
等

の
先
学
に
於
い
て
様
々
な
観
点
か
ら
論
考
が
発
表
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
典
拠
と
し
な
が
ら
も
、

「
書
止
文
言
」
別
・
厚
薄
別
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
。

尚
、
本
文
書
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
立
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
発
行
の
『
朝
倉
氏
五
代
の
発

給
文
書
』（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
刊
）
に
依

拠
さ
せ
て
頂
い
た
。
冗
長
に
帰
す
る
感
が
あ
る
も
の

の
、
比
較
検
討
す
る
材
料
と
し
て
、
朝
倉
義
景
感
状

と
の
対
比
が
必
要
と
感
じ
た
。
段
落
改
行
の
「
」
に

つ
い
て
は
、
敢
え
て
省
略
し
た
。「
書
止
文
言
」
別

に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
カ
テ
ゴ
リ
を
形
成
す
る
と
共
に
、

「
敬
称
」
の
厚
薄
も
併
せ
て
検
討
す
る
。
従
来
の
義

景
感
状
に
於
け
る
家
臣
団
家
格
の
差
異
に
よ
り
、
書

札
礼
厚
薄
の
変
化
が
生
じ
る
か
否
か
も
、
実
証
の
材

料
と
し
た
。

Ａ
書
止
文
言
「
恐
々
謹
言
」

【
史
料
二
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収　
『
鳥

居
文
書
』）
感
状
写

去
月
廿
五
日
加
賀
国
於
江
沼
郡
合
戦
之
時
、
被
切
疵

一
ヶ
所
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、
恐
々
謹
言
、

　

八
月
十
四
日	

（
花
押
影
）

　
　
　

鳥
居
与
一
殿

【
史
料
三
】（『
雑
録
追
加
』）
感
状
写

去
月
廿
三
日
加
賀
国
於
江
沼
郡
合
戦
之
時
、
首
一
討

捕
之
、
被
衡
疵
三
ヶ
所
、
并
中
間
三
郎
左
衛
門
頸
一

討
捕
之
忠
節
、
可
抽
戦
功
候
、
恐
々
謹
言
、

　

八
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

義
景
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

向
弥
太
郎
殿

【
史
料
四
】（『
寸
金
雑
録
』）
感
状
写

去
十
三
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
頭

一
討
捕
之
、
被
切
疵
一
ヶ
所
粉
骨
忠
節
神
妙
候
、
弥

可
励
軍
功
者
也
、
恐
々
謹
言
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　

雨
夜
新（

景
忠
）

左
衛
門
尉
殿

【
史
料
五
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収　
『
鳥

居
文
書
』）
感
状
写

去
十
三
日
加
賀
国
於
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
捕
之
、
并
中
間
兵
衛
三
郎
被
矢
疵
一
ヶ
所
忠
節

神
妙
、
弥
可
励
軍
功
者
也
、
恐
々
謹
言
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

鳥
居
与
一
左
衛
門
尉
殿

【
史
料
六
】（『
武
州
文
書
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
小
松
口
合
戦
時
、
被

鑓
疵
三
ヶ
所
并
中
間
小
五
郎
没
命
、
忠
節
神
妙
、
弥
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若
越
郷
土
研
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五
十
七
巻
二
号

可
抽
軍
功
者
也
、
恐
々
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

三
反
崎
八
郎
左
衛
門
尉
殿

【
史
料
七
】（『
雑
録
追
加
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恐
々
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

向
弥
太
郎
殿

【
史
料
八
】（『
武
州
文
書
』）
感
状
写

去
月
十
二
日
加
州
凶
徒
就
至
金
津
上
野
出
張
、
於
熊

坂
口
合
戦
之
時
、
被
切
疵
一
ヶ
所
忠
節
神
妙
、
弥
可

抽
軍
功
者
也
、
恐
々
謹
言
、

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

義
景
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

三
反
崎
八
郎
左
衛
門
尉
殿

【
史
料
九
】（『
武
州
文
書
』）
感
状
写

去
月
廿
日
於
江
州
志
賀
郡
下
坂
本
合
戦
之
時
、
首
一

討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
恐
々
謹
言
、

　

十
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

義
景
（
花
押
影
）

　
　
　

三
反
崎
八
郎
左
衛
門
殿  

【
史
料
十
】（『
和
田
文
書
』）
書
状

去
月
廿
日
坂
本
合
戦
之
刻
、
当
手
江
被
加
之
旨
、
尤

祝
着
候
、
弥
入
魂
肝
要
候
、
委
細
鳥
居
兵（

景
近
）

庫
助
・
藤

田
弥
八
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　

十
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

義
景
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

和
田
源
内
左
衛
門
尉
殿

Ｂ
書
止
文
言
「
謹
言
」

【
史
料
十
一
】（『
小
島
吉
右
衛
門
家
文
書
』）
感
状

（
包
紙
上
書
き
）

「
小
島
清
治
郎
殿　
　

義
景

　
　
　
　
　
　

進
之
候　
　
　
　

」

去
十
三
日
加
賀
国
於
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
首

二
討
捕
之
、
被
鑓
疵
一
ヶ
所
忠
節
神
妙
、
弥
可
励
軍

功
者
也
、
謹
言
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
（
包
紙
上
書
き
と
同
筆
）

　
　
　
　
「
小
島
清
治
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
之
候
」

【
史
料
十
二
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収

『
斎
藤
文
書
』）
感
状
写

去
十
三
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
頸

一
討
捕
之
粉
骨
忠
節
神
妙
、
弥
可
励
戦
功
者
也
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
言
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　

斎
藤
左
京
進
と
の
へ

【
史
料
十
三
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収

『
水
屋
文
書
』）
感
状
写

去
十
三
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
被

切
疵
二
ヶ
所
粉
骨
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
言
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

水
屋
彦
六
と
の
へ

【
史
料
十
四
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収

『
桑
原
文
書
』）
感
状
写

去
十
三
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
被

切
疵
一
ヶ
所
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、
謹
言
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

桑
原
源
三
郎
と
の
へ

【
史
料
十
五
】（『
伊
倉
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
脇
本
六
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ　
　

義
景
」

去
四
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
働
橋
辺
打
廻
之
時
、
敵
取

出
、
中
間
太
郎
三
郎
被
矢
疵
一
ヶ
所
之
忠
節
為
神
妙

者
也
、
謹
言
、

　

卯
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

脇
本
六
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ  

【
史
料
十
六
】（『
野
尻
源
右
衛
門
家
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
筒
井
小
七
郎
と
の
へ　
　

義
景
」
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真
野　
『
古
記
大
全
』
朝
倉
義
景
感
状
に
つ
い
て
の
一
考
察

去
月
廿
日
於
加
賀
国
能
美
郡
鵜
谷
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

筒
井
小
七
郎
と
の
へ  

【
史
料
十
七
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収

『
鳥
居
文
書
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
小
松
口
合
戦
之
時
、

首
一
討
捕
之
、
首
一
中
間
弥
七
捕
之
忠
節
神
妙
、

弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　

鳥
居
与
一
左
衛
門
尉
殿

【
史
料
十
八
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収

『
広
瀬
文
書
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

広
瀬
新
六
と
の
へ

【
史
料
十
九
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
取
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　
　

村
岡
小
八
ト
ノ
へ  

【
史
料
二
十
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
取
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　
　

鰐
淵
次
郎
左
衛
門
ト
ノ
へ

【
史
料
二
十
一
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
月
十
七
日
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
取
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　
　

野
治
惣
八
ト
ノ
へ

【
史
料
二
十
二
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
月
十
二
日
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
取
忠
節
神
妙
、
弥
可
励
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　
　

持
田
六
郎
兵
衛
ト
ノ
へ

【
史
料
二
十
三
】（『
増
野
春
氏
所
蔵
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
佐
藤
九
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ　
　

義
景
」

去
月
十
二
日
加
州
凶
徒
至
金
津
上
野
出
張
付
而
、
於

高
塚
合
戦
之
時
、
首
一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽

軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤
九
郎
右
衛
門
尉
と
の
へ  

【
史
料
二
十
四
】（『
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
』）
感

状（
封
紙
上
書
き
）

「
木
下
弥
介
と
の
へ　
　

義
景
」

去
月
十
二
日
加
州
凶
徒
至
金
津
上
野
出
張
付
而
、
於

熊
坂
口
合
戦
之
時
、
首
一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可

抽
戦
功
者
也
、
謹
言
、

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

木
下
弥
介
と
の
へ

【
史
料
二
十
五
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収
）

『
鳥
居
文
書
』
感
状
写

去
月
十
二
日
加
州
凶
徒
就
至
金
津
上
野
出
張
、
於
熊

坂
口
合
戦
之
時
、
父
与
一
左
衛
門
討
死
、
首
一
小
者

竹
若
捕
之
、首
一
小
者
た
あ
捕
之
忠
節
為
神
妙
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
言
、

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

鳥
居
熊
法
師
と
の
へ  

【
史
料
二
十
六
】（『
願
成
寺
文
書
』）
感
状

去
月
廿
日
於
江
州
志
賀
郡
下
坂
本
合
戦
時
、
首
一
討

捕
之
忠
節
尤
以
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

小
泉
藤
介
と
の
へ  

【
史
料
二
十
七
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』所
収『
佐

藤
文
書
』）
感
状
写
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越
郷
土
研
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五
十
七
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二
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去
月
廿
日
於
江
州
志
賀
郡
下
坂
本
合
戦
之
時
、
首
討

捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

佐
藤
弥
四
郎
殿  

【
史
料
二
十
八
】（『
伊
倉
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
脇
本
六
郎
兵
衛
尉
と
の
へ　
　

義
景
」

去
月
廿
六
日
於
江
州
志
賀
郡
堅
田
大
手
口
合
戦
之

時
、
首
一
川
手
新
五
左
衛
門
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥

可
励
軍
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

脇
本
六
郎
兵
衛
尉
と
の
へ

【
史
料
二
十
九
】（『
片
岡
五
郎
兵
衛
家
文
書
』）
感
状

去
月
廿
六
日
於
江
州
志
賀
郡
堅
田
搦
手
口
合
戦
之

時
、
首
一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
言
、

　

十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

新
開
源
七
殿 

【
史
料
三
十
】（『
感
状
集
』『
朝
倉
家
録
』）
感
状
写

去
月
廿
六
日
於
江
州
志
賀
郡
堅
田
搦
手
口
合
戦
之

時
、
首
一
討
捕
之
中
間
小
四
郎
被
切
疵
一
ヶ
所
、
忠

節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、
謹
言
、

　

十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景

　
　
　
　
　
　

橋
爪
知
乗
坊  

Ｃ
書
止
文
言
「
者
也
」

【
史
料
三
十
一
】（『
尊
経
閣
古
文
書
纂
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
三
沢
小
七
郎
と
の
へ　
　

義
景
」

去
月
廿
三
日
加
賀
国
於
江
沼
郡
合
戦
之
時
、
首
一
討

捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、

　

八
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

三
沢
小
七
郎
と
の
へ　

【
史
料
三
十
二
】（『
尊
経
閣
古
文
書
纂
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
三
沢
小
七
郎
と
の
へ　
　

義
景
」

去
十
三
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
菅
生
口
合
戦
之
時
、
被

切
疵
三
ヶ
所
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

三
沢
小
七
郎
と
の
へ

【
史
料
三
十
三
】（『
久
野
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
久
野
六
郎
左
衛
門
尉
殿　
　

義
景
」

去
十
三
日
加
賀
国
於
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
被

切
疵
二
ヶ
所
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
粉
骨
者
也
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　

久
野
六
郎
左
衛
門
尉
殿

【
史
料
三
十
四
】（『
横
田
家
文
書
』）
感
状
写

去
十
三
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
敷
地
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
候
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

島
田
新
四
郎
と
の
へ

【
史
料
三
十
五
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
十
三
日
加
賀
国
江
沼
郡
菅
生
口
合
戦
之
時
、
頸
一

討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、

　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　

岡
本
藤
次
郎
ト
ノ
へ

【
史
料
三
十
六
】（『
加
藤
秀
徳
家
文
書
』）
感
状

去
十
六
日
加
賀
国
至
江
沼
郡
横
北
口
手
遣
之
時
、
及

一
戦
首
一
討
捕
之
、
尤
忠
節
神
妙
、
弥
可
励
戦
功
者

也
、

　

九
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

【
史
料
三
十
七
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』所
収『
有

賀
文
書
』）
感
状
写

去
卯
月
十
八
日
於
加
賀
国
能
美
郡
寺
井
口
合
戦
之

時
、
首
一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、

　

八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　

    （
直
政
）

　
　

有
賀
秦
六
と
の
へ
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【
史
料
三
十
八
】（『
野
村
家
文
書
』）
感
状
写

去
月
四
日
於
加
賀
国
江
沼
郡
横
北
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
為
神
妙
者
也
、

　

永
禄
九

　
　
　

十
月
九
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

野
村
七
郎
五
郎
殿
へ

包
紙
上
書

　

野
村
七
郎
五
郎
と
の
へ　
　
　

義
景

【
史
料
三
十
九
】（『
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書
』）
感
状

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、　　
　

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　

坪
光
六
郎
兵
衛
尉
と
の
へ

【
史
料
四
十
】（『
青
木
庄
左
衛
門
家
文
書
』）
感
状

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、　　
　

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
（
後
闕
）  

【
史
料
四
十
一
】（『
花
倉
家
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
松
田
織
之
介
と
の
へ　
　

義
景
」

去
月
廿
日
於
加
賀
国
能
美
郡
鵜
谷
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
戦
功
者
也
、

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

松
田
織
之
介
と
の
へ 

【
史
料
四
十
二
】（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収
）

『
飯
田
文
書
』
感
状
写

去
月
十
七
日
於
加
賀
国
能
美
郡
本
折
口
合
戦
之
時
、

首
一
討
捕
之
神
妙
、
弥
可
抽
忠
功
者
也
、　　
　
　

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

飯
田
又
四
郎
と
の
へ  

【
史
料
四
十
三
】（『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』）
感
状
写

去
月
十
二
日
加
州
凶
徒
至
金
津
上
野
出
張
付
而
、
合

戦
之
時
、
於
牛
屋
口
首
一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可

励
軍
功
者
也
、　　

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
）

堀
四
郎
五
郎
と
の
へ  

【
史
料
四
十
四
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
月
十
二
日
加
州
凶
徒
就
至
金
津
上
野
出
張
、
於
熊

坂
口
合
戦
之
時
、
首
一
討
捕
之
、
中
間
弥
八
被
切
疵

一
ヶ
所
・
鑓
疵
一
ヶ
所
、
三
郎
四
郎
被
切
疵
一
ヶ
所

忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、　　

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　

堀
二
郎
三
郎
ト
ノ
へ  

【
史
料
四
十
五
】（『
朝
倉
盛
衰
記
』）
感
状
写

去
月
十
二
日
加
州
之
凶
徒
就
至
金
津
上
野
出
張
付

而
、
於
熊
坂
口
合
戦
之
時
、
首
一
討
捕
之
忠
節
神
妙
、

弥
可
抽
軍
功
者
也
、　　

　

卯
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　

手
島
藤
五
郎
ト
ノ
へ  

【
史
料
四
十
六
】（『
寸
金
雑
録
』）
感
状
写

去
月
廿
日
於
江
州
志
賀
郡
下
坂
本
合
戦
之
時
、
首
一

森
三（

可
成
）

左
衛
門
討
捕
之
忠
節
神
妙
、弥
可
抽
軍
功
者
也
、

　

十
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

義
景

　
　
　
　
　
　

斎
藤
新
三
郎
殿  

【
史
料
四
十
七
】（『
中
道
院
文
書
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
千
阿
弥　
　
　
　

義
景
」

去
月
十
日
於
江
州
志
賀
郡
穴
太
口
、
野
伏
之
時
、
被

鉄
炮
疵
一
ヶ
所
忠
節
為
神
妙
者
也
、

　

十
二
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

千
阿
弥

【
史
料
四
十
八
】（『
尊
経
閣
古
文
書
纂
』）
感
状

（
封
紙
上
書
き
）

「
三
沢
二
郎
左
衛
門
尉
と
の
へ　
　

義
景
」

去
月
廿
六
日
於
江
州
志
賀
郡
堅
田
合
戦
之
時
、
首
一

討
捕
之
忠
節
神
妙
、
弥
可
抽
軍
功
者
也
、

　

十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

三
沢
次
郎
左
衛
門
尉
と
の
へ
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
七
巻
二
号

Ｄ
書
止
文
言
「
仞
如
件
」

【
史
料
四
十
九
】（『
朝
倉
家
禄
』）
感
状
写

去
月
八
日
於
加
賀
国
能
美
郡
騎
馬
口
合
戦
之
時
、
首

一
討
捕
之
、
被
切
疵
・
鑓
疵
二
ヶ
所
、
忠
節
神
妙
也
、

弥
可
励
戦
功
者
也
、
仞
如
件

　

十
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

義
景
判

　
　
　
　

岸
田
甚
助
と
の
へ

　

四
、
朝
倉
義
景
感
状
の
比
較
検
討　

　

義
景
感
状
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト
別
に
配
列
す
る
。

①
年
代
別
に
於
け
る
配
列　

年
代
別
に
時
系
列
で
ソ
ー
ト
を
行
う
と
次
の
特
徴
が

見
出
さ
れ
る
。

【
弘
治
元
年
】

「
恐
々
謹
言
」
史
料
二
、三
、四
、五

「
謹
言
」
史
料
十
一
、十
二
、十
三
、十
四

「
者
也
」�

史
料
三
十
一
、三
十
二
、三
十
三
、三
十
四
、

三
十
五
、
三
十
六

＊
加
賀
国
江
沼
郡
に
於
け
る
一
揆
と
の
合
戦

【
弘
治
二
年
】

「
謹
言
」
史
料
十
五

「
者
也
」
史
料
三
十
七

＊
加
賀
国
能
美
郡
に
於
け
る
一
揆
と
の
合
戦

【
永
禄
七
年
】

「
恐
々
謹
言
」
史
料
六
、七

「
謹
言
」�

史
料
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、

二
十
一
、
二
十
二

「
者
也
」�

史
料
三
十
八
、
三
十
九
、
四
十
、
四
十
一
、

四
十
二

「
仞
如
件
」
史
料
四
十
九

＊
加
賀
国
能
美
郡
に
於
け
る
一
揆
と
の
合
戦

【
永
禄
十
年
】

「
恐
々
謹
言
」
史
料
八

「
謹
言
」
史
料
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五

「
者
也
」
史
料
四
十
三
、
四
十
四
、
四
十
五

＊
加
賀
国
金
津
上
野
で
の
堀
江
・
一
揆
と
の
合
戦

【
元
亀
元
年
】

「
恐
々
謹
言
」
史
料
九
、
十

「
謹
言
」�

史
料
二
十
六
、二
十
七
、二
十
八
、二
十
九
、

三
十

「
者
也
」
四
十
六
、
四
十
七
、
四
十
八

※
近
江
国
坂
本
に
於
け
る
織
田
と
の
合
戦

書
止
文
言
が
「
恐
々
謹
言
」
の
場
合
、
敬
称
に
於
い

て
は
「
殿
」
の
セ
ッ
ト
と
な
る
。「
謹
言
」
又
は
「
者

也
」
で
且
つ
敬
称
が
「
殿
」
で
あ
る
場
合
、
史
料
番

号
に
棒
線
を
施
し
た
。
書
止
文
言
「
謹
言
」
で
敬
称

が
「
殿
」
で
あ
る
の
は
、「
小
島
清
治
郎
」「
鳥
居
与

一
左
衛
門
」「
新
開
源
七
」
で
あ
る
。
書
止
文
言
「
者

也
」
で
敬
称
が
「
殿
」
で
あ
る
の
は
、「
久
野
六
郎

左
衛
門
尉
」「
野
村
七
郎
五
郎
」「
斎
藤
新
三
郎
」
で

あ
る
。
朝
倉
家
中
で
ど
の
よ
う
な
序
列
で
あ
っ
た
の

か
は
『
朝
倉
盛
衰
記
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
感
状
に
見
る
朝
倉
家
臣
団
の
特
徴

感
状
に
見
る
家
臣
団
の
特
徴
を
配
列
し
た
。

【
恐
々
謹
言
】「
同
族
庶
流
」
向
、
三
反
崎

　
　
　
　
　
「
内
衆
」
鳥
居
→
後
「
謹
言
」
へ

　
　
　
　
　
「
国
人
」
雨
夜

　
　
　
　
　
「
国
外
」
和
田

【
謹
言
】「
年
寄
衆
」
小
泉

　
　
　
「
内
衆
」
斎
藤
、（
鳥
居
）、
新
開
、

　
　
　
　
　
　

鰐
淵

　
　
　
「
国
人
」
小
島
、
脇
本
、

　
　
　
「
大
野
内
衆
」
佐
藤

　
　
　
「
敦
賀
内
衆
」
野
治

　
　
　
「
不
詳
」
水
屋
、
桑
原
、
筒
井
、
広
瀬

　
　
　
　
　
　

村
岡
、
持
田
、
木
下
、
橋
爪

【
者
也
】「
内
衆
」
堀
、（
斎
藤
）

　
　
　
「
大
野
内
衆
」
島
田
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「
不
詳
」
三
沢
、
久
野
、
岡
本
、
有
賀
、

　
　
　
　
　
　

野
村
、
坪
光
、
松
田

　
　
　
　
　
　

飯
田
、
手
島
、
千
阿
弥

 【
仞
如
件
】「
不
詳
」
岸
田

「
英
林
孝
景
以
前
の
同
族
。
内
衆
、
国
人
、
大
野
郡
・

敦
賀
郡
内
衆
」
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。「
同
族
庶
流
」

の
向
氏
と
三
反
崎
氏
は
、
一
貫
と
し
て
書
止
文
言

「
恐
々
謹
言
」
敬
称
の
「
殿
」
は
変
わ
ら
な
い
。
し

か
し
内
衆
の
鳥
居
氏
は
、
代
数
が
下
る
に
つ
れ
薄
礼

化
す
る
。
家
臣
団
中
の
家
格
が
感
状
の
厚
薄
に
影
響

す
る
事
は
免
れ
得
な
い
。
但
し
、
敬
称
「
殿
」
に
つ

い
て
は
、
小
島
・
鳥
居
・
新
開
・
久
野
・
野
村
・
斎

藤
に
厚
礼
を
施
し
た
配
慮
が
看
取
で
き
る
。
紙
幅
の

都
合
上
主
要
家
臣
団
の
紹
介
に
止
め
る（

⓯
）。

【
鳥
居
与
一
左
衛
門
尉
家
】
鳥
居
一
族
は
興
福
寺
衆

徒
の
一
族
と
さ
れ
、
朝
倉
氏
景
と
の
主
従
関
係
に

転
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
史
料
二
、五
、

十
七
、二
十
五
が
該
当
す
る
が
、
弘
治
元
年
に
与
一

と
与
一
左
衛
門
尉
に
対
し
「
恐
々
謹
言
」
の
等
礼
で

感
状
を
与
え
て
い
る
。
与
一
と
与
一
左
衛
門
の
関
係

は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
与
一
が
与
一
左
衛
門
の

父
親
で
あ
っ
た
事
が
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
与
一

左
衛
門
に
対
し
、
史
料
五
で
は
「
恐
々
謹
言
」
で
あ

る
の
に
対
し
、
永
禄
七
年
の
史
料
十
七
に
於
け
る
書

止
文
言
が
「
謹
言
」
と
変
化
し
て
い
る
。
永
禄
十
年

の
合
戦
で
与
一
左
衛
門
が
討
ち
死
に
し
た
際
に
、
子

息
熊
法
師
宛
感
状
で
は
「
父
与
一
左
衛
門
討
死
」
を

悼
ん
だ
内
容
が
看
取
で
き
る
。
与
一
左
衛
門
は
、
父

与
一
の
死
後
薄
礼
化
が
推
移
し
史
料
二
十
五
の
子
息

宛
感
状
に
至
っ
て
は
「
熊
法
師
と
の
へ
」
と
の
敬
称

と
な
る
。
朝
倉
家
中
の
序
列
が
変
化
し
て
い
る
点
が

読
み
取
れ
興
味
深
い
。

【
向
氏
】
史
料
二
、七
に
あ
ら
わ
れ
る
向
氏
は
、
越
前

朝
倉
氏
二
代
徳
岩
高
景
三
男
の
向
氏
の
庶
流
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、『
壬
生
家
文
書
朝
倉
家
伝
記
』（

⓰
）や

他
の
文
書
に
は
、
弥
太
郎
は
認
め
ら
れ
な
い
。
恐
ら

く
、
向
駿
河
守
家
や
三
河
守
家
の
同
族
が
加
賀
合
戦

に
同
行
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

【
雨
夜
氏
】
府
中
の
式
内
社
に
雨
夜
神
社
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
雨
夜
氏
に
名
代
職
が
付
与
さ
れ
た
。
し
か

し
、雨
夜
新
左
衛
門
は
弘
治
二
年
か
ら
数
年
に
亘
り
、

年
貢
諸
済
物
を
無
沙
汰
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
職
を

剥
奪
さ
れ
た
。

【
三
反
崎
氏
】
史
料
六
、八
、九
に
あ
ら
わ
れ
る
三
反

崎
氏
は
、
越
前
朝
倉
氏
二
代
徳
岩
高
景
四
男
の
三
反

崎
に
比
定
さ
れ
る
。
三
反
崎
八
郎
左
衛
門
尉
は
、『
朝

倉
亭
御
成
記
』
に
掲
出
さ
れ
る
三
反
崎
虎
松
、
三
郎

右
衛
門
尉
景
敬
、
三
反
崎
三
郎
兵
衛
尉
よ
り
も
傍
系

に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
八
郎
左
衛
門
尉
は
、
後
に

結
城
秀
康
に
仕
え
て
い
る
。

【
和
田
源
内
左
衛
門
尉
】
近
江
の
武
士
で
あ
る
和
田

氏
が
、
坂
本
合
戦
に
朝
倉
方
に
合
力
し
参
加
し
た
。

史
料
十
に
見
ら
れ
る
文
書
は
、「
岡
左
内
朝
倉
義
景

感
状
」
と
対
比
す
る
上
で
、
下
賜
者
の
生
国
な
ら
び

に
合
戦
場
所
が
文
言
に
示
唆
さ
れ
興
味
深
い
。

【
斎
藤
氏
】
斎
藤
氏
は
二
系
統
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

坂
井
郡
の
斎
藤
氏
と
美
濃
か
ら
移
動
し
た
斎
藤
氏
と

言
わ
れ
て
い
る
。
史
料
十
二
の
斎
藤
左
京
進
は
、
永

禄
六
年
十
月
十
二
日
付
連
署
書
状
の
斎
藤
左
京
進
景

将
と
同
一
人
物
と
さ
れ
、
史
料
四
十
六
の
斎
藤
新
三

郎
も
そ
の
庶
流
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

【
脇
本
氏
】
史
料
十
五
、二
十
八
に
、「
脇
本
六
郎
右

衛
門
尉
」
と
「
脇
本
六
郎
兵
衛
尉
」
が
見
え
る
。
脇

本
六
郎
右
衛
門
尉
と
脇
本
六
郎
兵
衛
尉
は
、
同
姓
で

通
字
六
郎
を
使
用
し
て
い
る
点
か
ら
親
族
関
係
が
想

像
で
き
る
。
越
前
丹
生
郡
脇
本
の
地
名
か
ら
興
っ
た

国
人
衆
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、『
尊
卑
分
脈
』

に
河
合
斎
藤
系
と
あ
り
、『
中
興
系
図
』
に
も
散
見
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号

さ
れ
る
。

【
野
治
氏
】
敦
賀
郡
の
寺
領
文
書
で
あ
る
、『
善
妙
寺

寺
領
目
録
』
に
「
野
路
与
一
」
と
あ
り
、
野
治
惣
八

も
同
族
の
庶
流
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
管

見
の
限
り
に
於
い
て
野
治
惣
八
の
感
状
を
確
認
し
て

お
り
、「
之
」
の
欠
落
や
「
惣
」
の
当
て
字
が
見
ら
れ

る
も
の
の
概
ね
そ
の
内
容
は
正
し
く
、『
朝
倉
盛
衰
記
』

が
朝
倉
義
景
感
状
を
書
写
し
た
徴
証
が
認
め
ら
れ
る
。

③
義
景
感
状
の
書
札
礼
テ
ン
プ
レ
ー
ト

　

○
○
月      

○
州       

手
遣
之
時

去（　

）○
○
日
○
○
国
○
○
郡
○
○
○
合
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

凶
徒
至
○
○
○
○
出
張

が
前
節
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
で
あ
る
。

　

必
ず
年
は
記
さ
ず
、
去
月
日
又
は
去
日
が
来
る
。

　

そ
し
て
、
国
・
郡
・
合
戦
の
場
所
、
又
は
ど
の
場

所
に
凶
徒
が
至
っ
た
か
を
記
し
て
い
る
。

首
一
討
捕
之
（
頸
・
頭
）

被
切
○
ヶ
所
（
粉
骨
）
忠
節
神
妙

　

鑓

　

衡

手
柄
の
内
容
と
、
首
採
・
疵
を
被
っ
た
事
を
記
載
、

父　

討
死

中
間　
　

被
○
疵
○
ヶ
所
忠
節
神
妙

家
来
や
親
族
の
働
き
も
賞
揚
し
、

　
　

励　

戦
功　
　
　
　
　
　

仞
如
件

弥
可
抽　

軍
功　
　
　
　
　
　

者
也

　
　
　
　
（
忠
節
為
神
妙
）

で
結
語
と
な
る
。

　
「
史
料
十
」
の
和
田
文
書
に
つ
い
て
は
、
国
・
郡

を
省
略
し
て
、「
坂
本
合
戦
」
と
記
載
し
て
い
る
。

和
田
源
内
左
衛
門
尉
が
近
江
国
出
身
で
あ
る
の
で
、

わ
ざ
わ
ざ
そ
の
国
・
郡
を
記
載
せ
ず
と
も
合
戦
の
場

所
は
分
明
で
あ
り
、
感
状
足
り
得
る
と
い
う
判
断
が

働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
史
料
四
十
九
の
最
後
の

セ
ン
テ
ン
ス
と
し
て
、「
仞
如
件
」
は
『
朝
倉
家
禄
』（

⓱
）

所
収
岸
田
氏
感
状
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　

五
．「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
の
比
較
校
合

①
書
札
礼
家
格
に
於
け
る
感
状
の
検
証

　

第
三
章
で
見
ら
れ
る
、
書
止
文
言
「
恐
々
謹
言
」

敬
称
「
殿
」
の
等
礼
を
英
林
孝
景
以
前
の
庶
流
で
あ

る
向
氏
や
三
反
崎
氏
に
対
し
適
応
さ
せ
て
い
る
。
岡

左
内
は
、
若
狭
守
護
武
田
家
を
親
族
と
す
る
系
譜
と

さ
れ
、
当
然
同
族
ク
ラ
ス
の
礼
儀
に
倣
え
ば
書
止
文

言
「
恐
々
謹
言
」
と
敬
称
「
殿
」
が
用
い
ら
れ
る
筈

で
あ
る
。
し
か
し
、
書
止
文
言
「
恐
々
謹
言
」
は
用

い
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
状
如
件
」
で
あ
る
。
義
景
の

母
「
広
徳
院
」
の
実
家
で
あ
る
武
田
氏
の
遠
戚
者
に

対
し
て
薄
礼
で
あ
る
事
は
否
め
な
い
。
そ
し
て
肝
心

で
あ
る
論
点
と
し
て
、「
状
如
件
」
の
使
用
法
で
あ

る
。
一
貫
と
し
て
、
英
林
孝
景
か
ら
五
代
義
景
に
亘

る
迄
、「
状
如
件
」
は
知
行
宛
行
状
の
み
使
用
さ
れ
、

感
状
で
は
一
切
使
用
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

②
従
来
の
感
状
と
の
比
較
検
討

　

そ
れ
で
は
次
に
、文
言
に
つ
い
て
対
比
校
合
す
る
。

去
六
月
廿
八
日
Ａ
於
姉
川
合
戦
之
刻
Ｂ
坂
井

図
書
採
首
其
外
Ｃ
種
々
之
働
無
比
類
忠
節

之
段
別
而
Ｄ
感
入
候
此
已
後
Ｅ
猶
可
相
抽
粉
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真
野　
『
古
記
大
全
』
朝
倉
義
景
感
状
に
つ
い
て
の
一
考
察

骨
候
Ｆ
状
如
件

　

元
亀
元

　
　
　
　

七
月
朔
日　
　

義
景
（
花
押
）

　
　
　
　
　

岡
左
内
殿

右
文
書
の
棒
線
が
疑
義
に
関
す
る
箇
所
で
あ
る
。

Ａ
於
姉
川
合
戦

　
『
武
家
事
記
』
で
は
「
朝
倉
方
が
三
田
合
戦
と
言
っ

た
」
と
し
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
本
感
状
は
、
他
の

義
景
感
状
と
比
し
て
、
○
○
国
○
○
郡
○
○
合
戦
と

書
か
れ
て
い
な
い
所
が
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。

通
常
で
は
、「
於
江
州
北
郡
三
田
合
戦
」
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。『
己
行
記
』（

⓲
）で

は
こ
の
合
戦
場
所
の

名
称
を
「
北
郡
」
と
し
て
い
る
。
淺
井
家
で
は
、「
辰

鼻
表
合
戦
」
又
は
「
野
村
河
原
合
戦
」「
野
村
表
」

と
称
し
て
い
る（

⓳
）。

姉
川
合
戦
と
称
し
た
の
は
後
の

徳
川
史
観
の
顕
れ
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
坂
井
図
書

　

第
二
章
の
②
と
同
内
容
。

Ｃ
種
々
之
働

  

他
の
朝
倉
義
景
感
状
で
は
、
具
体
的
な
戦
功
や
疵

を
数
字
で
挙
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
容
が
抽
象
的

で
あ
る
点
が
相
違
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｄ
感
入
候

　

従
来
の
義
景
感
状
で
は
、「
尤
祝
着
候
」
等
の
言

葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
感
入
候
」
は
管
見
の
限

り
で
は
な
い
。

Ｅ
猶

  

朝
倉
関
係
の
書
状
と
し
て
、「
猶
」
の
用
法
は
、

猶
書
き
と
し
て
使
用
さ
れ
る
以
外
は
な
い
。「
猶
、

○
○
○
○
可
申
候
」
と
フ
レ
ー
ズ
化
さ
れ
、「
詳
細

は
○
○
が
申
し
上
げ
ま
す
」
の
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で

あ
る
。

Ｆ
状
如
件

本
章
の
①
に
同
内
容
記
載
。

　

六
．
結
語

　
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
が
真
正
文
書
か
偽
文

書
か
の
結
論
を
急
ぐ
前
に
、
検
討
す
べ
き
論
点
が
何

点
か
あ
る
。
即
ち
、『
古
記
大
全
』
は
明
治
時
代
に

書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
感
状
下
賜
よ
り
数
百
年
が
経

過
し
て
い
る
点
、
な
ら
び
に
文
書
の
再
写
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
事
は
岡
氏
の
系
譜
が
、
あ
る
時

期
か
ら
各
地
に
分
散
し
て
い
る
事
か
ら
も
読
み
取
れ

る
。
前
章
で
は
「
岡
左
内
朝
倉
義
景
感
状
」
と
従
来

の
朝
倉
義
景
感
状
が
、
六
点
に
亘
っ
て
相
違
す
る
事

を
指
摘
し
た
。
特
に
Ａ
と
Ｆ
に
於
い
て
は
疑
義
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
る
。
但
し
結
論
に
至
る
に
は
拙
速

に
過
ぎ
、
よ
り
慎
重
な
配
慮
が
必
要
と
感
ず
る
。

　

本
来
な
ら
ば
現
地
踏
査
の
上
、感
状
正
文
（
写
し
）

を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
真
偽
の

判
定
を
下
さ
ね
ば
テ
ー
ゼ
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
感

状
正
文
の
発
見
が
待
た
れ
る
所
で
も
あ
る
。し
か
し
、

あ
え
て
最
大
限
に
想
像
を
逞
し
く
す
る
事
を
許
し
て

頂
け
る
な
ら
ば
、「
感
状
の
遺
失
」に
よ
る
憶
測
書
き
、

「
虫
損
・
破
損
」
部
分
が
著
し
く
劣
化
し
た
為
の
憶

測
書
き
が
想
定
さ
れ
る
。
又
は
、「
江
州
三
田
合
戦
」

で
は
徳
川
時
代
に
は
響
き
が
悪
い
。
よ
っ
て
、「
姉

川
合
戦
」
と
書
き
替
え
る
事
に
よ
り
誰
で
も
が
認
め

る
感
状
へ
と
価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
質
は
未
だ
に
不
分
明
で
、

後
考
の
卓
見
が
待
ち
望
ま
れ
る
。
浅
学
稚
拙
な
管
見

に
対
し
、
博
学
な
る
先
達
よ
り
ご
批
判
を
賜
れ
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

【
付
記
】『
古
記
大
全
』
の
写
真
提
供
で
は
、
弘
前
市
の
佐
藤

博
氏
の
お
力
を
お
借
り
し
た
事
を
謝
す
。
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註（
１
）『
古
記
大
全
』（
草
稿
本
）
藤
田
貞
元
編
。
藤
田
貞
元

の
草
稿
を
合
本
し
て
古
記
大
全
と
題
せ
る
も
の
に
し
て
主

と
し
て
古
文
書
の
書
写
日
記
記
録
類
の
抜
書
及
び
そ
の
考

証
。

（
２
）
直
状
の
定
義
と
し
て
は
、
自
筆
書
状
で
あ
る
か
、
右

筆
が
書
い
た
物
に
花
押
を
据
え
た
も
の
で
あ
る
か
は
争
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

（
３
）『
石
田
三
成
と
そ
の
子
孫
』（
新
人
物
往
来
社
、
白
川

亨
著
、
２
０
０
７
年
）

（
４
）『
群
書
類
従
』
消
息
部
（
安
富
元
盛
伝
来
、
成
立
年
月

日
未
詳
、
十
六
世
紀
前
半
カ
）

（
５
）『
群
書
類
従
』
消
息
部
（
大
館
常
興
作
成
、
成
立
年
月

日
未
詳
、
十
六
世
紀
前
半
カ
）

（
６
）『
古
記
大
全
』
で
は
ほ
ぼ
十
字
程
度
の
間
隔
で
本
文
中

に
丸
印
が
施
し
て
あ
っ
た
が
、
敢
え
て
打
刻
さ
れ
た
印
又

は
「
、」
も
記
載
し
な
か
っ
た
。　

（
７
）（
３
）
１
０
５
頁
参
照
。

（
８
）『
朝
倉
氏
五
代
の
発
給
文
書
』（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
跡
資
料
館
、
２
０
０
４
年
発
行
）
文
書
整
理
番
号

１
６
７
、２
４
１
、２
４
６
参
照
。

（
９
）
東
大
阪
市
朝
倉
弘
景
氏
所
蔵
文
献
。
福
井
県
立
図
書

館
所
蔵
は
、
水
藤
真
氏
に
よ
る
翻
刻
と
奥
書
。

（
⓾
）『
淺
井
長
政
と
姉
川
合
戦
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
太

田
浩
司
著
、
２
０
１
１
年
）

（
⓫
）『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
上
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
奥

野
高
廣
著
、
１
９
６
９
年
）

（
⓬
）『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
谷
口

克
広
著
、
１
９
９
５
年
、
１
９
１
頁
参
照
。）

（
⓭
）
同
右

（
⓮
）『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、松
原
信
之
著
、

２
０
０
８
年
）

（
⓯
）
同
右
を
典
拠
と
し
、『
朝
倉
盛
衰
記
』『
姓
氏
家
系
大

辞
典
』（
角
川
書
店
、
太
田
亮
著
、
１
９
６
３
年
）
に
依

拠
し
た
。
そ
の
中
で
若
干
管
見
が
感
じ
た
点
を
追
記
し
て

お
い
た
が
、
大
筋
に
つ
い
て
は
、『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』

を
流
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
⓰
）
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
古
文
書
室
所
蔵
文
書

（
⓱
）
富
山
県
で
発
見
さ
れ
た
朝
倉
軍
記
と
文
書
を
１
９
８
２

年
に
翻
刻
発
行
さ
れ
た
。

（
⓲
）（『
堺
市
博
物
館
報
』
第
２
６
号
、
平
成
１
９
年
３
月

「
堺
妙
國
寺
蔵
「
己
行
記
」
に
つ
い
て
～ 

史
料
研
究
を
中

心
に
～
」
矢
内
一
磨
著
）
尚
、
本
館
報
に
つ
い
て
は
、
河

内
将
芳
氏
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。

（
⓳
）（
⓾
）
を
参
照

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




